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はじめに 

 生き方探究教育（キャリア教育）が本市で実施されるようになってから，5 年目を迎えています。しかし，教科に

おける実践が進んでいないという指摘があります。 

 「この教育は，全ての教育活動で行われる」というこの教育の趣旨からすると，教科でも，生き方探究教育を実践

していくことが求められています。以下に示した学習指導要領の文言からも，この教育の視点で教科学習をとらえな

おしていくことが求められていることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生き方探究教育を教科で実践する」とはどういうことなのでしょうか。筆者はそれを，「生き方探究教育で育て

たい力を，教科の中でどのように育むのか」ということを考え，実践することであると考えました。本市教育委員会

は，平成24年2月に，生き方探究教育で育てたい力として，以下に示した「4つの力」を提示しました。 

 

共
生
と
自
立 

人とともに社会を生きる力 

（人間関係形成・社会形成能力） 

多様な他者の考えや立場を理解し自分の考えを正確に伝える力（人間関係形成能力） 

他者と協力・協働して社会参画し，今後の社会を形成していく力（社会形成能力） 

自分を知り，律する力 

（自己理解・自己管理能力） 

自分のしたいこと，出来ることを理解し可能性を信じて行動する力（自己理解能力） 

自分の思考や感情をコントロールし，向上しようとする力（自己管理能力） 

課題を見つけ，解決する力 

（課題対応能力） 

身の回りや社会的事象から様々な課題意識をもつ力（課題発見能力） 

課題を分析し，適切な計画を立てて，その課題を処理し解決する力（課題解決能力） 

夢や希望をつくりあげる力 

（キャリアプランニング能力） 

「学ぶ・働くこと」の意義を理解し，自分の立場や役割の関連を認識する力（役割認識能力） 

多様な生き方に関する様々な情報を活用し，主体的に判断し，生きていく力（将来設計能力） 

  

本冊子では，授業に取り入れたい「生き方探究教育の視点を踏まえた学習活動・授業展開の工夫」を考案しました。

これらは，研究協力校における実践授業の中で検証を重ね，児童の授業の様子や成果物，振り返りの記述などから，

上の 4 つの力の基礎を培う上で特に効果的であると判断したものです。また，これらは教科での実践を通して「4 つ

の力」の基礎を培うことができるだけでなく，学習意欲の高まりや学習理解の深まりにも効果的に働くことを実感す

ることができたものです。 

ここに示された学習活動・授業展開の工夫は，特に目新しいわけではなく，大がかりな取組ではありません。しか

し，冊子の中に示した「指導のポイント」を留意して授業に取り入れることで，生き方探究教育の視点が明確になっ

ているものです。 

尚，巻末には，実践授業を行う際に作成した，「教科学習のモデル例（指導計画案・学習指導案）」を提示します。

指導計画案・学習指導案の作成例として，また，実際の授業に，この冊子に示した学習活動・授業展開例を導入する

のかという実践事例として御活用ください。 

今後，多くの学校，学級の様々な教育活動でこの教育が実践され，更に取組が充実していくことを強く願っていま

す。そのための一つの足がかりとして，この冊子が少しでも役立てていただけたらと考えています。 

  

＜見通しを立てたり，振り返ったりする学習活動の重視＞（第１章第4の2(4)） 

各教科等の指導に当たっては，児童が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入

れるよう工夫すること。 

＜課題選択や自己の生き方を考える機会の充実（第１章第4の2(5)） 

各教科等の指導に当たっては，児童が学習課題や活動を選択したり，自らの将来について考えたりする機会を設けるな

ど工夫すること。                        ※ 引用 「学習指導要 総則」 p.16  



2 

 

 

 

 



3 

 

 

 

  

授業に取り入れたい「学習活動・授業展開の工夫」（例） 

育てた 
い力 

☆学習活動 
◆授業展開の工夫 

取り入れる際の留意点 
授業後の振り返りの記述や感想で，児童にもっていてほ

しい思いや気付き（例） 

人
と
と
も
に
社
会
を
生
き
る
力 

（
人
間
関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
） 

☆話合い活動 
 （ペア） 
 （グループ） 
 （クラス） 

○人との関わりの中で，新たな考えにふれ
たり，考えを深めたり，課題を解決でき
たり，がんばれたりすることを経験する
ように留意する。 

・ペアで話し合っていろいろな考え方が出た。 
・○○さんの考えを聞いて考えが変わった（～に気付いた）。
・みんなの考えを聞いていて，自分と違う考えや似ている考え
があった。 

☆役割分担を伴ったグループ活
動 

○グループで協力することの素晴らしさ，
楽しさに気付くようにする。 

・自分は～の役割だった。緊張したけど，～できた。 
・グループで協力して～することができたのでうれしかった。

☆インタビュー活動 
☆ゲストティーチャーと交流す
る活動 

 
 

○教室外の人との関わりの中で，自分の社
会的な立場や役割，将来像などについて
考えるようにする。 

 
 

・○○さんがどういう思いで働いているのかがわかった。 
・発表を見に来て下さる○○さんにほめてもらえるように，練
習をがんばった。 

・地域の○○さんの話を聞いて，今まで気付かなかったことに
気付けたのでよかった。 

◆憧れる人や身近な人の生き方
や考え方にふれるようにする
展開の工夫 

○内容が偏らないように配慮しながら，
様々な立場の人の生き方を紹介する。 

・○○さんの生き方にとても共感した。～という生き方はすご
いと思う。これからは～したい。 

・○○（偉人の名）のように，～できる人になりたい。 

◆成果物や思いを，教室外の人に
発信する展開の工夫 

○だれに成果を発信したいか，自分たちの
思いをもつようにする。 

○発信する人への相手意識をもって，成果
物の内容や発表方法を工夫させる。 

・○年生も読めるように，～を工夫した。 
・○○さんによく伝わるように，～するようにしたい。 

自
分
を
知
り
、
律
す
る
力 

（
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
） 

☆自己目標を立て，それに対して
振り返る活動 

○自己を客観的にとらえることの大切さに
気付くようにする。 

・今日は「～」という目標だったけど，できなかったので～を
がんばる。 

☆成長や困りを振り返る活動 
 

○できたこと，できなかったことを的確に
とらえるように具体的に記述させる。 

・めあて通り，～をがんばれた。 
・○ページの③の問題が難しかった。だから，～したい。  

☆自己を知ったり紹介したりす
る活動 

 

○相談活動を取り入れ，他者から見た自分
の行動や姿をとらえるようにする。 

 
 

・自分が好きなことや嫌いなこと，今がんばっていることなど
を振り返って話せたのでよかった。 

・○○さんに，自分のよいところを言ってもらえてすごくうれ
しかったし，自分の～に気付くことができた。 

◆社会や自然，集団に属している
自分を客観的にとらえるよう
にする展開の工夫 

○自分を客観視することの重要性を伝え
る。 

・自分がたくさんの人に支えられながら生きていることがよく
わかった。 

・自分は～の一部なんだと感じた。 

◆感想や思いを様々な場面で交
流し，表現する展開の工夫 

○よい感想をクラス全体に紹介するなどし
て，感想をもつ観点を提示する。 

・感想文を書いていたら，自分がどんなことを考えていたのか
がよくわかってよかった。 

課
題
を
見
つ
け
、
解
決
す
る
力 

（
課
題
対
応
能
力
） 

☆様々な情報を集めて活用する活
動 
（ICT機器の活用） 
（ウェビングマップの作成） 
（情報収集のための活動） 

○集めた情報を，課題解決や次の取組に生
かすようにうながす。 

○情報同士のつながりに気付くようにす
る。 

 

・他の人がどのようなことを考えているかがよくわかった。
・クラスのみんなが出したそれぞれの意見が，実はつながり合
っていることがよくわかった。 

・自分が知りたいことは，○○さんにインタビューしたらいい
と思う。 

◆既習事項を想起し，課題解決に
活用する展開の工夫 

○既存の知識や既習内容が，本時の課題解
決に生かせることの面白さや喜びに気付
くようにする。 

・前の単元で学習した○○の方法を使って～したい。 
・前の時間に，○○さんがやっていた方法で問題を解いた。
・～するときは，～の方法（考え方）が使えると思った。 

◆課題と実生活との関連を考え
る展開の工夫 

◆課題と実社会との関連を考え
る展開の工夫 

○今している学習が，実生活，実社会に役
立っていることを実感するように留意す
る。 

 

・今日学習した～の解き方は，家で～するときに使えると思う。
・～は生活の中で，～するときに便利だということがわかった。
・～は，身近なところにたくさん使われていることがわかった。

他にも使われていることがないか，調べてみたい。 

◆自分のこととして課題をとら
えるようにする展開の工夫 

○様々な立場に立って，物事を考えるよう
にする。 

○様々な課題を，自分に深く関係している
こととしてとらえるようにする。 

・○○問題のことなんて，今まで真剣に考えたことがなかった
けど，身近な問題だということがよくわかった。 

・○○さんが困っていることは，自分にもあることだと思うか
ら，真剣に考えたいと思った。 

夢
や
希
望
を
つ
く
り
あ
げ
る
力 

（
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力
） 

☆学習計画を立てる活動（課題に
対して計画的に取り組む活動） 

○先を見通して，主体的に学ぶことの大切
さを伝える。 

 

・学習計画に沿って学習が進んでいくと，次に何をするのかが
わかるのでよかった。 

・発表まであと○時間しかないので，今日には，～したい。

☆自分の将来像や生き方，将来就
きたい仕事について考える活
動 

○どのような自分（社会人）になりたいかと
いうことを普段から考えるようにする。 

・私は中学校で○○部をがんばりたいから，今から～をがんば
ってできるようになりたい。 

◆その時間の学習目標を提示す
る展開の工夫 

○その時間の学習目標を意識しながら学習
に向かうようにする。 

・今日の目標は，～だったけど，まだうまくできないので，休
み時間などに練習したい。 

◆制限時間を意識する展開の工
夫 

○時間感覚を身に付けるようにする。 ・時間までにできなかった。次は間に合うように～に気を付け
たい。 

◆時間軸上で変化していく自己
を意識する展開の工夫 

○ポートフォリオ，ノート，ワークシート
などを活用し，児童の変容がとらえやす
いような工夫をする。 

・1年生のときには～だったけど，今はできるようになったか
らすごくうれしい。 

 

◆学習内容と仕事や将来とのつな
がりを知ったり考えたりする展
開の工夫 

○今の努力の積み重ねが，自分の成長や将
来像とつながっていることに気付くよう
にする。 

・この単元に入ったころと比べて，自分は成長したと思う。
・～の勉強はとても難しいけど，～できるようになると社会に
出たときに役立つと思うのでがんばりたい。 

・～するのに，何度も話し合ったり，～したことは，将来仕事
をしていくときでも大切なことだと思った。 
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授業に取り入れる際の指導のポイント（留意点） 

 

 

 

 

 

 

  

○人との関わりの中で，新たな考えに触れたり，考えを深めたり，課題を解決できたり，がんばれたりすることを

経験できるようにする。 

○グループで協力することの素晴らしさ，楽しさに気付くようにする。 

○教室外の人との関わりの中で，自分の社会的な立場や役割，将来像などについて考えるようにする。 

○内容が偏らないように配慮しながら，様々な立場の人の生き方を紹介する。 

○だれに成果を発信したいか，自分たちの思いをもつようにする。 

○発信する人への相手意識をもって，成果物の内容や発表方法を工夫させる。 

○自分を客観視することの重要性を伝える。 
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実践の様子 児童の気付き（例） 指導のポイント 

隣の人に教えてもらってとてもわ

かりやすかったです。 

隣の人の考え方を聞いて，なる

ほどなぁと思ったので，次はその

やり方でやってみたいです。 

隣の人に自分の文を聞いてもら

ったら，漢字のふりがなを付けた方

がいいと言ってもらったのでそうし

ました。 

 自分の考えを○○さんに聞いて

もらっていたので，自信をもって話

すことができました。 

 グループで話し合うといろいろな

意見が出て，自分と同じ考えもあっ

たので驚きました。 

 みんなで一つのものを作り出して

いる感じがしてとても楽しかったの

でまたやりたいです。 

 ○○さんがとてもわかりやすい

意見を出してくれたので，その考え

方でできるようになりました。 

実践の様子 児童の気付き（例） 指導のポイント 

 学級の話合いで一人の考えを全体に広げる場

合は，生き方探究教育の視点から，発表者と聞

き手の双方から互いの意見が出て，考えが練り

上がっていくように話合いをコーディネートし

ていくことが大切です。 

発表者には，生き方探究教育の視点から，聞

き手を意識した発表を心がけるように伝えまし

ょう。「顔を上げて発表する」「説明個所を指し

示しながら発表する」「具体例を出して説明す

る」など，児童の実態に合わせて発表の仕方

（ルール）や，話型を提示することは有効な支

援となります。 

 聞き手は，自分の考えと発表者の考えを比べ

ながら聞くようにうながしましょう。ハンドサ

インを活用すると，聞き手の意識が目に見える

形で示されるので有効な取組となります。疑問 

 ○○さんの説明はとてもわかりや

すかったです。私も○○さんのように

発表できるように，自分の考えをもて

るようになりたいと思いました。 

 自分が考えた方法よりも，○○さん

の考えたやり方の方がわかりやすか

ったので，次はそのやり方でやって

みようと思います。 

 ○○さんの意見を聞いて，なるほど

なぁと思いました。自分は～という考

え方だったけど，～に変わりました。 

 みんなの意見を聞いていて，自分

の考えが広がりました。 

 僕が今まで気付かなかったことに気

付いている人がいて，すごいと思いま

した。 

 グループで話し合っていると，い

ろいろな意見が出されて自分の考

えが広がるのでいいと思います。 

 「自分の考えを隣の人に説明しましょう。」

というような指示を出し，様々な考え方を交流

できる活動を頻繁に取り入れましょう。「隣の

人」「前後の人」というように，ペアを変える

ことで形態のバリエーションが増えます。 

 「よろしくお願いします。」「説明を始めてい

いですか。」「どうぞ。」・・・というように，学

級の実態に合わせて話型を提示する工夫も大切

です。生き方探究教育の視点から，「お隣の人

と机を合わせて学習していることの意義」や

「二人で力を合わせることで，新しい考え方が

生まれたり課題を解決できたりすることの素晴

らしさ」に気付くように，継続して声かけをし

ていくことが大切です。 

 また，グループでの話合いは，考えを広げた

り，一つの課題を多角的にとらえたりする際に

有効です。生き方探究教育の視点から，「様々

な意見が出てくることの素晴らしさ」に気付く

ような声かけをするようにしましょう。ただ

し，ペアの話合いとは違って，一人一人が自分

の考えをもっていない場合でも，話合いがどん

どん進んでしまうことがあります。話合いの前

後に，一人一人が自分の考えを記述するなどの

工夫が大切となります。 
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実践の様子 児童の気付き（例） 指導のポイント 

 ○○さんに来てもらって話を聞けた

のがうれしかったです。○○さんが言

ってくださったことを，がんばってやっ

てみようと思いました。 

 ○○さんにインタビューをして，僕た

ちのために，いろいろ考えてくださっ

ていることがわかりました。僕も大きく

なったら～したいです。 

 働いている人の話を聞いて，○○屋

さんは，かげでこんな工夫をしている

んだなと気付くことができました。イン

タビューをしてみて，～ということを知

りました。 

に感じたことを発表しやすいような，学級の雰

囲気をつくる声かけも重要です。 

 また，相手を自由に変えて，自分が作成した

ものを読んでもらったり見てもらえたりするよ

うな交流も，有意義な取組となります。大切な

ことは，「友だちがいるおかげで，自分はよりよ

く成長することができる。」ということに気付

き，集団で学習する意義を，一人一人の児童が

実感できていることです。 

 ○○さんの感想文は，自分

の気持ちが素直に書かれてい

てよかったです。 

 習っている漢字をひらがなで

書いているところがあるので，

直した方がいいと思います。 

 ○○さんの考え方がわかっ

て勉強になりました。自分も～

をがんばっていきたいです。 

 教室の友だちだけでなく，教室外の人や面識

のない人とも友好な人間関係を築けることは，

社会的自立のために欠かせません。 

間接的に自分と関わっている人や，社会を構

成している人とのつながりに気付くためにも，

地域の人へのインタビュー活動を通して，その

方の思いや願いを知るように授業展開を工夫す

ることが大切です。単元の内容に合わせて，積

極的に地域の人と関わり，インタビュー活動を

行いましょう。 

インタビュー活動で地域に出ることが難しい

実態がある場合は，担任以外の教職員や保護

者，他学年の児童などに依頼するというアイデ

アも考えられます。 

 また，地域の人と交流して思いや願いを知る

活動は，児童の社会形成能力の基礎を培うこと

にもなります。「自分は，社会を構成している

一員である。」という自覚をもてるように，よ

い気付きがあれば，それを回りの児童にも広め

ていくように指導を工夫しましょう。 

 地域の人は，いつも～という思いで

僕たちを見守ってくれているということ

がわかりました。 

 いつも近くで遊んでいるのに，こん

なところに，○○屋さんがあるなんて

知りませんでした。今度，行ってみた

いです。 

 はじめは緊張したけど，とても優しく

答えてくださったのでうれしかったで

す。またやりたいです。 

 新しい人との出会いは，児童に適度な緊張感

をもたせるとともに，様々な学びや気付きをも

たらします。 

 高い頻度で教室外の人に協力を仰ぐ場合は，

学校体制としてゲストティーチャーの人材を確

保しておくことが重要となります。また，出張

授業をしてくれる団体や企業，公共施設にお願

いすることも考えられます。 

 指導者の意識一つで，様々な取組が可能とな

ります。「様々な人との関わりの中で，子どもを

育てる」という思いをもって，多くの貴重な出

会いをコーディネートしていきましょう。 

 ○○先生にお願いされたことを，が

んばってやりたいと思います。 

（ゲストティーチャーの例） 

・地域の見守り隊，女性会，体育振興会など，日ごろから

学校に関わりのある方々 

・PTA  ・保護者  ・校内の教職員 

・出張授業をしてくれる団体職員や企業の社員 

・警察署，消防署などの公共施設で働く職員 

指導のポイント 
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実践の様子 児童の気付き（例） 指導のポイント 

新聞やリーフレット，パンフレットなどの成

果物を授業で作成した場合，教室の中で発表会

をすることが多いと思います。そのようなとき

は，教室以外の人へ発信するように授業展開を

工夫しましょう。発信先を教室の外の人に設定

することで，活動に緊張感が生まれ，発信相手

を意識した取組が可能となります。 

「自分たちは，何を発信したいのか。」「わか

りやすい発表とは，どのような発表だろうか。」

「どのような工夫をすれば，○○の人たちにう

まく伝わるだろうか。」ということを児童に考

えさせることで，学習理解の深まりや主体性の

高まりが望めます。 

インタビュー活動と同じように，学校の外か

ら協力を得ることが難しい実態があれば，校内

の教職員や他学年の児童，保護者などに協力を

得るという方法が有効です。全校集会の場，参

観日，学校行事，学級行事などを利用して，展

示や発表会を児童に企画させてみましょう。 

「他の教室へ出張して聞いてもらう」「校長

先生を教室へお招きして発表を聞いてもらう」

など発信先や機会を工夫することで，様々な取

組が可能となります。 

 ○○先生が教室に来てくれるので，

がんばって練習したいと思います。○

○先生に伝わるように，しっかり大き

な声で話すようにします。 

 1 年生でもわかりやすいように，漢

字にはふりがなを打とうと思います。 

 読みたくなるように，絵を描いたり色

を塗ったりして工夫したいです。 

 たくさんの人に読んでもらうために，

ポスターを作ったらいいと思います。 

 給食放送や児童集会で，宣伝したら

いいと思います。 

 自分たちが作った○○が玄関に置かれて

いるのを見て，とてもうれしかったです。たく

さんの人が読んでくれていました。 

 学校のみんなが喜んでくれたのでうれし

かったです。 

実践の様子 児童の気付き（例） 指導のポイント 

児童が，自己の将来像をイメージするとき，

憧れている身近な人や有名人，偉人や小説の主

人公など，様々な人の生き方や考え方にふれる

ように授業展開を工夫することで，児童のより

よいキャリア形成をうながすことができます。 

「○○さんのような生き方ってすごいな。」と

思えるように，提示の仕方を工夫しましょう。

様々なメディアや書籍を活用して，偏りなく幅

広い出会いができるように，人選や提示の仕方

には配慮が必要です。 

身近な人，地域の人から直接話を聞いて，そ

の人の生き方や考え方にふれるということも，

大変貴重な体験となります。 

 ○○さんの話を聞いて，「す

ごいな。」と感じることがいっぱ

いありました。例えば～。 

 自分もいつか，～のような

生き方ができるようになりた

いです。 

 参観日の発表に向けて，一生懸命練習し

たいと思います。 

 次は，～の人たちに聞いてもらいたいで

す。また，企画したいと思いました。 

○○の生き方は，～というと

ころがすごくかっこいいと思い

ました。なので，～。 

 宮沢賢治の生き方や考え方を

知って，～というところに感動し

ました。 

自分たちが学習した成果を教室以外の人に知ってもらったり，学校のみんなに役立ててもらえるようなものを作ったり

することは，児童の自己有用感や学習意欲を高めることにつながります。また，外部に出すものとして成果物を作成する

ため，児童は，一つ一つの取組を丁寧に行うようになります。 

単元の終わりに，相手意識をもった活動を取り入れるように授業展開を少し工夫するだけで，単元全体の取組が充実

したものになります。 
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授業に取り入れる際の指導のポイント（留意点） 

 

 

  

○自己を客観的にとらえることの大切さに気付くようにする。 

○できたこと，できなかったことを的確にとらえるように具体的に記述させる。 

○相談活動を取り入れ，他者から見た自分の行動や姿をとらえるようにする。 

○よい感想を学級全体に紹介するなどして，感想を記述する際の観点を提示する。 
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振り返りカードの様式例（横書き・縦書き） 指導のポイント 

 1 時間目 

 単元をふり返って 
この単元を通して，ど

のような自分の成長が

ありましたか。 

次の時間にがんばりたいこと 

この時間に 

がんばりたいこと 

わかったこと うまくいったこと 友だちのよかったところ 

わからなかったこと こまったこと 

この時間に 

がんばりたいこと 

次の時間にがんばりたいこと 

わかったこと うまくいったこと 友だちのよかったところ 

わからなかったこと こまったこと 

1 時間目 学習の目標  
「“ならす”という考え
方や，平均の求め方を
知ろう。」 

2 時間目 
学習の目標  
「平均を出してから，そ
の平均を使って問題を
とこう。」 

次の時間にがんばり

この時間に 

がんばりたいこと 

わかったこと うまくいっ

 

わからなかったこと

3 時間目 
 学習の目標  

「自分の歩はばの平均を
求めて，それを使って長
さをはかろう。」 

 

次の時間にがんばりたいこと 

この時間に 

がんばりたいこと 

わかったこと うまくいったこと 友だちのよかったところ 

わからなかったこと こまったこと 

この時間に 

がんばりたいこと 

次の時間にがんばりたいこと 

わかったこと うまくいったこと 友だちのよかったところ 

わからなかったこと こまったこと 

1 時間目 学習の目標  
「“ならす”という考え
方や，平均の求め方を
知ろう。」 

2 時間目 
学習の目標  
「平均を出してから，そ
の平均を使って問題を
とこう。」 

 単元をふり返って 
この単元を通して，ど

のような自分の成長が

ありましたか。 

この単元で学習したことは，これからの自

分の生活でどのように生かせそうですか。 

次の時間にがんばりたいこと 

この時間に 

がんばりたいこと 

わかったこと うまくいったこと 友だちのよかったところ 

 

わからなかったこと こまったこと 

この時間に 

がんばりたいこと 

わかったこと うまくいったこと 友だちのよかったところ

わからなかったこと こまったこと 

3 時間目 
学習の目標  
「順番に気をつけて，平
均を求める問題をとこ
う。」 

4 時間目 
学習の目標  
「自分の歩はばの平均を
求めて，それを使って長
さをはかろう。」 

 

②

③

④

⑤

①

⑥

⑦ 

自己目標

成功体験の振り返り（わかったことなど）

次時の目標設定

改善点の振り返り（困りなど）

単元の振り返り
（成長した自分）

学習の目標

生活との
つながり

③③

 

こ
の
時
間
に

が
ん
ば
り
た
い
こ
と

わ
か
っ
た
こ
と 

う
ま
く
い
っ
た
こ
と 

友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ 

 

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と 

こ
ま
っ
た
こ
と 

学
し
ゅ
う
の
も
く
ひ
ょ
う 

 

サ
ン
ゴ
の
海
の
イ
メ
ー
ジ
を 

ふ
く
ら
ま
そ
う
。 

つ

ぎ
の

時
間

に 

が
ん

ば
り

た

い
こ

と 

1 時間目 

こ
の
時
間
に

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

わ
か
っ
た
こ
と 

う
ま
く
い
っ
た
こ
と 

友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ 

 

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と

こ
ま
っ
た
こ
と 

学
し
ゅ
う
の
も
く
ひ
ょ
う 

 

読
み
の
め
あ
て
を
考
え
よ
う
。 

つ

ぎ
の

時
間

に 

が
ん

ば
り

た

い
こ

と 

2 時間目 

な
ま
え

こ
の
時
間
に

が
ん
ば
り
た
い
こ
と

わ
か
っ
た
こ
と 

う
ま
く
い
っ
た
こ
と 

友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ 

 

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と 

こ
ま
っ
た
こ
と 

学
し
ゅ
う
の
も
く
ひ
ょ
う 

 

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
ク
マ
ノ
ミ
の

か

か

わ

り

合

い

に

つ

い

て

知

ろ

う
。 

つ

ぎ

の

時
間

に 

が

ん

ば

り

た

い
こ

と 

3 時間目 

こ
の
時
間
に

が
ん
ば
り
た
い
こ
と

わ
か
っ
た
こ
と 

う
ま
く
い
っ
た
こ
と

友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ 

 

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と

こ
ま
っ
た
こ
と 

学
し
ゅ
う
の
も
く
ひ
ょ
う 

 
 

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
ク
マ
ノ
ミ
の

か
か
わ
り
合
い
を
、
ひ
ょ
う
や
絵

で 

ま
と
め
よ
う
。

つ

ぎ
の

時
間

に 

が

ん

ば

り

た

い
こ

と 

4 時間目 

 

な
ま
え

こ
の
時
間
に 

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

わ
か
っ
た
こ
と 

う
ま
く
い
っ
た
こ
と 

友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ 

 

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と 

こ
ま
っ
た
こ
と 

学
し
ゅ
う
の
も
く
ひ
ょ
う 

 

ホ
ン
ソ
メ
ワ
ケ
ベ
ラ
と
大
き
な 

魚
た
ち
の
か
か
わ
り
合
い
を
知
り
、 

ひ
ょ
う
や
絵
で
ま
と
め
よ
う
。 

つ
ぎ
の
時
間
に 

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

5 時間目 

こ
の
時
間
に 

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

わ
か
っ
た
こ
と 

う
ま
く
い
っ
た
こ
と 

友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ 

 

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と 

こ
ま
っ
た
こ
と 

学
し
ゅ
う
の
も
く
ひ
ょ
う 

 

生
き
も
の
の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い 

て
考
え
よ
う
。 

つ
ぎ
の
時
間
に 

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

6 時間目 

こ
の
時
間
に 

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

き
ま
っ
た
生
き
も
の 

 

そ
の
生
き
も
の
に
し
た
り
ゆ
う 

学
し
ゅ
う
の
も
く
ひ
ょ
う 

本
や
図
か
ん
を
読
ん
で
、「
生
き
も
の

図
か
ん
」
に
の
せ
た
い
生
き
も
の
を 

き
め
よ
う
。 

つ
ぎ
の
時
間
に 

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

7 時間目 

こ
の
時
間
に 

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

わ
か
っ
た
こ
と 

う
ま
く
い
っ
た
こ
と 

友
だ
ち
の
よ
か
っ
た
と
こ
ろ 

 

む
ず
か
し
か
っ
た
こ
と 

こ
ま
っ
た
こ
と 

学
し
ゅ
う
の
も
く
ひ
ょ
う 

 

生
き
も
の
カ
ー
ド
に
書
く
こ
と
を 

話
し
合
っ
て
き
め
よ
う
。 

つ
ぎ
の
時
間
に 

が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

8 時間目 

 振り返り活動を充実させることによ

り，児童は，「授業を通しての気付きや

学び」「自己の成長や困り」を客観的に

とらえることができるようになりま

す。そのことは，児童の，自己理解・

自己管理能力の基礎を培うことにつな

がります。 

 授業時間内で，無理なく振り返り活動

に取り組めるよう，方法を工夫しましょ

う。活動の手順や方法を明示するととも

に，振り返り活動の意義や目的を児童に

理解させることが重要です。また，指導

者が毎時間の振り返りに目を通すことが

大切です。そして，よい振り返りをして

いる児童の記述内容をどんどん学級全体

に紹介するとよいでしょう。それを聞い

て児童は，「こういう風に振り返りをす

ればいいんだな。」と理解し，少しずつ

書く内容を深化させていきます。更に，

紹介された児童にとっては喜びになりま

す。 

 取り組む方法としては，「振り返りカ

ード」に記述する方法と，「ノート（ワ

ークシート）」に記述する方法が考えら

れます。それぞれの特徴を以下にまとめ

ました。 

 

「振り返りカード」の活用 

 ノートとは別の紙に記述するため，回

収，保存がしやすい。また，自分の変容

（成長）がひとめでとらえることが可能

な様式のため，単元を通して振り返り，

自己を客観的にとらえることに適してい

る。ただ，作成にかかる指導者の負担が

大きいことや，単元の進め方に変更を加

えづらくなるという面がある。（右上

に，実践で活用した様式を例示する。） 
 

「ノート」の活用 

 授業内容と並列して振り返りを記述す

るため，指導者が目を通すときに，児童

の学習理解を同時に確認することができ

る。ただ，毎時間ノートを回収する必要

性が生まれることや，ノートが変わった

ときに，過去の振り返りを見返すことが 
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振
り
返
り 

（
単
元
名
） 

 
 

（
日
付
） 

本
時
の
学
習
の
目
標 

 
 

本
時
の
自
己
目
標 

 
 

 （
縦
書
き
ノ
ー
ト
例
）

学習の軌跡  

ノートを活用した様式例 

実際授業で示した観点の事例（２年，４年，６年）指導のポイント 

 振り返り活動をさせるとき，児童に，

どのような観点で自己を振り返るのかと

いうことを示すことが大切です。例とし

て下のような観点を示します。 

 

観点1：学習の目標（教科の目標）に対し

てどうであったか 

観点2：その時間の成長（できたこと・わ

かったこと） 

観点3：その時間の困り（できなかったこ

と・わからなかったこと） 

観点4：学習と生活，自分と友だちとのつ

ながりについて気付いたこと 

 

 全ての観点について振り返るというわ

けではなく，児童の実態，教科等の特

性，その時間の学習内容に合わせて，観

点を絞ったり児童に選択させたりしまし

ょう。 

（横書きノート例） 

（単元名）  （日付）
本時の学習の目標   
本時の自己目標    
 

 
 
 
 
 
 
 
 
振り返り 

学
習
の
軌
跡 

学
習
の
軌
跡 

（授業の理解度を，◎・○・△で評価） 

・今日学習したこと 

・（自分のめあてについて）できたこと できなかったこと

がんばったこと 

・次の時間にがんばりたいこと 

（授業の理解度を◎・○・△で評価） 

・◎・○・△を付けた理由 

・がんばったこと できたこと 

・気付いた友だちとのつながり 

・次の時間にがんばりたいこと 

（授業の理解度を，○，△，×で評価） 

・◎・○・△を付けた理由 

・授業でがんばったこと 

・自分の考えが広がったこと 

・これからの生活や学習に生かせそう

なこと 

できなくなってしまうという面がある。

（右にノートを活用した振り返りの様式

例を例示する。） 

 

「ワークシート」の活用 

 学級で普段から活用しているワークシ

ートに，本時の学習目標・本時の自己目

標・振り返りを書く欄を設けることで，

ワークシートでも振り返り活動が可能と

なる。ノートに比べ，回収が楽であると

ともに学習内容の理解もしやすい。た

だ，バインダー等で保存する際に煩雑に

なったり紛失したりすることが考えられ

る。 

 

 振り返り活動は，取組を継続させてい

くことが重要です。指導者自身の負担を

できるだけ小さくし，児童にとっても取

り組みやすい方法で実践することが，長

期間継続できるようにするための秘訣と

いえます。そして，何より「振り返り活

動が，自分の成長につながる。」という

思いを児童がもつように，日ごろから，

「何のために振り返りを行うのか。」と

いうことを繰り返し伝えましょう。 
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実際授業で紹介した振り返りの記述とそのねらい 指導のポイント 

 実践授業では，授業のはじめに，数人の児童

の振り返りを全体に紹介しました。このように

授業展開を工夫することで，児童に，振り返り

活動の意義や目的が明確に示されることになり

ます。実際に授業の中で紹介した振り返りの記

述と，それを紹介した指導者側のねらいを右に

紹介します。 

紹介する振り返りの内容を，指導者が意図的

に選択することで，振り返り活動を有効に活用

することができるようになります。 

学習理解を深めるため，新たな気付きや自己

実現をうながすため，学習意欲を高めるためと

いうように，振り返り活動をどんどん生かしま

しょう。 

 また，振り返りの内容の記録を残しておくこ

とで，児童の学習理解の状況把握やキャリア発

達の評価，通知票の所見の記述や保護者懇談会

の資料にも生かすことができます。 

人間関係形成・社会形成能力を

育成する視点から，友だちとのつ

ながりを大切にしながら学習して

いることのよさを広めることがで

きるようにする。 

 ○○さんの説明はとてもわ

かりやすかったです。次は，

○○さんみたいに～。 

 グループで協力して実験の

準備ができでよかったです。 

 自己理解・自己管理能力を育成

する視点から，自己を客観的に振

り返り，課題を的確にとらえられ

ていることの大切さを伝えること

ができるようにする。 

 ○ページの問題がわからな

かったので，次の時間までに

わかるようになりたいです。 

 自分の目標は～だったけ

ど，～だったので，次は～し

たいです。 

 課題対応能力を育成する視点か

ら，課題を発見し，意欲的に取り

組もうとする姿を紹介することが

できるようにする。 

 今まで環境問題なんて自分

と関係あると思っていなかっ

たけど，今日の学習をして，

～が大切だと気付くことがで

 キャリアプランニング能力を育

成する視点から，自己の成長への

気付きを伝えることができるよう

 前は～がどうしてもできな

かったけど，今は～。 

 これからは，～したいです。

指導のポイント 

 自己を客観的にとらえる際，相談者を通して

自己の姿を知るために，「相談活動」を取り入

れることが大切です。相談者は，友だち，先

生，保護者，ゲストティーチャーなど，場合に

合わせて柔軟に設定するようにしましょう。 

相談活動をしている様子 

指導のポイント 

 普段の授業でも，「感想や考えを交流する」という活

動を授業に取り入れていると思います。「感想をもつ」

「自分の考えをもつ」というのは，自分が感じている

ことや考えていることを言葉で表現することを意味し

ています。 

このような「思いの言語化」は，自己理解を深める

上で欠かせない能力です。様々な学習場面で感想や考

えを記述・交流する活動を取り入れましょう。そうす

ることで，自己理解能力の基礎を培うことが可能とな

ります。 

また，振り返り活動を普段から実践していれば，自

分の思いを毎時間言語化する経験を積むことになるた

め，児童の自己理解を深めることにつながります。「活

動する」→「感想をもつ」→「記述・交流する」とい

うように，授業展開を工夫するようにしましょう。 

児童の授業後の感想 
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授業に取り入れる際の指導のポイント（留意点） 

 

 

 

  

○よい考えや解決方法を，次に生かすようにうながす。 

○既存の知識や既習内容が，本時の課題解決に行かせることの面白さや喜びに気付くようにする。 

○今している学習が，実生活，実社会に役立っていることを実感させる。 

○様々な立場に立って，物事を考えるようにする。 

○様々な課題を，自分に深く関係していることとしてとらえるようにする。 
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実践の様子 児童の気付き（例） 指導のポイント 

 その時間の学習課題を，実生活・実社会に結

び付けて提示することは，児童が問題場面をイ

メージする際の支援になります。また，身近な

生活場面から課題を見付け出す課題発見能力の

育成にも効果的に働きます。 

 算数の文章題を提示する前には，その問題場

面に関係する資料（絵・写真画像・映像）を提

示することと効果的です（右写真）。また，多

くの児童が経験していることや身近なこと，社

会的な話題などを取り上げて，今から取り組む

課題との結びつきを簡単に示し，児童がスムー

ズに学習に向かえるようにしましょう。 

 あっ，このお店に行ったこ

とがあるよ。学校のすぐ前

のお店だ。 

 空気を閉じ込めた袋に座れまし

た。クッションみたいにふわふわで

した。 浮き輪やタイヤも，空気を入

れることに気付きました。他にも身

の回りには空気の性質を利用した

道具があるかもしれないので探して

みたいです。 

実践の様子 児童の気付き（例） 指導のポイント 

「何のために，この学習をしているのか」と

いうことを理解した上で学習に取り組むのとそ

うしないのとでは，児童の学習意欲や学習態

度，内容理解に大きな違いが生まれると思いま

す。 

指導者は，教材研究を深める中で，「この学

習を通して学んだことは，実生活・実社会にど

のように生かすことができるか。」「子どもたち

は，なぜ，今この学習をする必要があるの

か。」など，“学習する意義や目的”を明確に知

っておく必要があるでしょう。その上で指導に

当たることにより，授業の折々で，「この学習

は大切なのだ。」ということを，児童に伝える

ことが可能になります。 

「しなくてはいけないことだからする」とい

う受け身の学習から，「社会に出たときに役立

つからする」「この学習は～に生かすことがで

きるからする」という目的意識をもった主体的

な学習へと，児童の学習に対する意識を変えて

いくことが大切です。 

 「○○」の勉強で見つけた筆者の上

手な説明の仕方は，次のリーフレット

を作るときに参考にしたいです。 

 説明文を書くときには，写真を入れ

たり，～を工夫したりするとわかりや

すいものになることがわかりました。 

 勉強したことは，生活の中でも役立

つことがわかりました。今度，～する

ときは～してみようと思いました。 

 ○○の学習をして，環境問題と自分

とのつながりを知りました。これから

は，自分ができることを考えて行動し

たいと思います。例えば～。 

 今まで自分とは無関係の話だと思っ

ていたことが，実は自分と深い関わり

があったことがわかりました。 

児童の感想や気付き 指導のポイント 

単元の終わりには，「この単元を通して学んだ

ことは，これからの自分の学習や生活にどのよ

うに生かせそうですか。」ということを尋ね，い

つも考えることができるようにしましょう。 

何度も繰り返し尋ねるうちに，児童自らその

ことを考えながら学習に取り組むようになると 

 駐車場のイメージをもちながら，問

題を解くことができました。 

 今している勉強は，社会に出たとき

にも役立つと思いました。 

 ～ができるようになると，将来，知らない人から話を聞いた

り情報を集めたりするときに役立つと思います。 

 計画を立てて，その通りに学習を進めることは，会社で期限

を守らなくてはいけないときとかの練習になると思います。 

 ～の計算をできるようになると，お店とか行ったときにすぐ

に値段を計算できるようになるから大切だと思います。 
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 敬語を話せることは，社会に出たときに大切なことがわかっ

たので，これからの勉強をがんばっていきたいです。 

実践の様子 児童の気付き（例） 指導のポイント 

課題解決に向かう際，友だちの様々な意見を

自分の考えに取り入れ，活用するようにうなが

しましょう。 

児童が友だちの様々な意見にふれることがで

きるように，話合い活動やグループ活動を積極

的に取り入れます。また，授業のはじめに児童

のノートの記述を紹介することで，効果的な復

習や既習事項の確認ができるようになります。

そのことは，本時の課題に向かう足場としても

機能します。 

右上の写真のように，ノートを大型テレビで

映して紹介する方法もあります。また，右下の

写真のように，よい感想や考え方をメモしてお

いて，読み上げる方法も有効です。 

 ○○さんの考え方はすごいなあ

と思いました。私もまねして解いて

みたいです。 

 同じ答えになっても，いろいろな

解き方があることがわかりまし

た。自分もいろいろと工夫してみ

たいです。 

 ○○さんの「～」という考え方に

は賛成です。でも，自分は「～」とい

うことも考えられると思いました。 

作成したウェビングマップ 指導のポイント 

 自分と同じ意見や違う意見を聞く

ことができてよかったです。○○さ

んの考え方は，ともて深い考え方

だと思います。僕は思いつかなか

ったので～。 

ウェビングマップ作成の手順 

考えます。そのことにより，学習する意義を実

感させることにつながり，学習意欲の高まりが

期待できます。 

右に示したような児童の感想を全体に知らせ

ることで，学習を生かそうとする視点をもつこ

との重要性を，全体に広めましょう。 

 今まで新聞とかにグラフが載っていても読まなかったけど，

グラフの読み方を勉強して読めるようになったので，これから

は読むようにしたいです。 

ウェビングマップとは，ある事柄について

様々に出された意見や情報をつなぎ合わせて作

成するマップのことです。イメージを広げる，

意見を集約する，課題解決に役立てるなど，

様々な活用の仕方があります。 

この活動を生き方探究教育の視点でとらえる

と，友だちの様々な意見にふれて自分の考えを

広げたり深めたりするとき，様々な情報をつな

げて新しい意味を見出すとき，マップを眺めな

がら全体のイメージをとらえるときなどに有効

といえます。課題解決方法の一つとして指導す

ることで，課題解決能力の基礎を培うことにも

なります。 

右の写真は，６年生国語科の「やまなし」の

学習で作成したウェビングマップです。左上が

個人で作成したもの。右上は，グループでの話

合い活動を経て，最終的に学級で作成したもの

です。ここでは，右のような手順でウェビング

マップを作成しました。「五月」と「十二月」の

ウェビングマップを見比べることで，物語全体

をとらえることができていました。 
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児童の気付き（例） 指導のポイント 

 ICT 機器を活用した情報収集・情報処理・情

報発信の方法を習得することは，課題対応能力

の基礎を培います。その際，「情報の出所を明

らかにする」「写真を撮るときは了解を得る」

「発信するときはプライバシーや内容に配慮す

る」など，情報モラルの重要性を指導すること

が重要です。 

 指導者自身が，積極的に ICT 機器を授業で活

用することも大切なことです。教材を提示する

とき，学習を記録するときに，指導者が ICT 機

器を活用している姿を見ることで，児童の関心

が高まります。また，児童の学習理解を深めた

り学習意欲が高まったりすることが望めます。 

 アニメーションの動きがあ

るから，説明がわかりやす

いな。 

 ○○さんの意見がとてもわかりやすか

ったです。私も，あんな風に発表してみた

いです。 

 説明がよくわかりました。これから

の活動が楽しみです。 

 僕はカメラ係なので，アップとルーズの画

像が撮れるように工夫したいです。 

実践の様子 

児童の気付き（例） 指導のポイント 

 以前（前時）に習得した方法や考え方を活用

して，本時の課題に向かうことの大切さを児童

に伝えましょう。 

授業のはじめには，今まで習得した方法や考

え方を，掲示物・ノートの記述・教科書・プリ

ントなどを通して振り返るようにします。ま

た，課題解決の場面で，既習事項を生かして解

決した児童がいれば，そのことを取り上げほめ

ることも大切です。そうすることで，児童は，

「今している学習内容が，他の学習内容とつな

がりあっている」ことに気付くことができるよ

うになります。そのことは，課題対応能力の基

礎を培うことになります。 

 ○○の考え方は，こうなっ

ていたな。今日の学習に使

えそうだ。 

 前の時間に○○さんがやっていた

方法で今日はやりたいと思います。 

 前の時間に使った○○の方法で解く

ことができると思います。 

 ～で学んだことが生かせそうです。 

 前に勉強したことと似ているところが

あって，応用できると思いました。 

実践の様子 

 撮影するときには，相手の許可がい

ることを初めて知りました。 

児童の気付き（例） 指導のポイント 

 児童にとって，社会的な問題（環境問題，紛

争など）は，メディアを通して耳にはしていて

も，自分のこととして考えるという機会はあま

りないかもしれません。 

 規模の大きな問題であっても，当事者意識を

もって主体的に課題をとらえることができるよ

うに，課題の提示の仕方，授業展開に工夫を加

えましょう。 

 また，友だちの悲しみや不安を自分のことと

してとらえ，相手の身になって考えるという態

度も養いたいものです。これらのことは，課題

対応能力の基礎を培うことにつながります。 

 生態系の破壊って，深刻

な問題だし，自分との関係も

深いんだな。 

 ○○さんの思いは，僕も共感できる

し，自分も～だと思いました。 

 自分はこれから，～していきたいと

思いました。 

 ～について，自分のこととして考え

ることができました。これから，～が

あったときには，～していくようにした

いです。 

実践の様子 
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授業に取り入れる際の指導のポイント（留意点） 

 

 

 

 

  

○先を見通して，主体的に学ぶことの大切さを伝える。

○どのような自分（社会人）になりたいかということを普段から考えるようにする。 

○その時間の学習目標を意識しながら学習に向かうようにする。 

○時間感覚を身に付けるようにする。 

○ポートフォリオ，ノート，ワークシートなどを活用し，児童の変容がとらえやすいような工夫をする。 

○今の努力の積み重ねが，自分の成長や将来像とつながっていることに気付くようにする。 
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実際に活用した学習計画表と，児童の気付き 指導のポイント 

 単元のはじめには，先を見通した学習計画を

児童とともに立てることが大切です。作成した

ものは，右の写真のように教室に掲示し，いつ

でも見ることができるようにしましょう。 

自分たちが，今，単元の何時間目の学習をし

ているのか，単元の目標に向かっての進捗状況

はどうかなど，計画して物事に取り組むことの

大切さを学ぶことができると同時に，児童が，

主体的に学習に向かうようにするための有効な

手段となります。 

 発表会まで後 4 時

間しかないぞ。今日

は○○まで進もう。 

 これから自分がどのような学習をし

ていくかがわかって，計画的に○○

作りに取り組めたのでよかったです。

実際の板書とノートの様子 指導のポイント 

毎時間の授業のはじめには，その時間の学習

目標（教科目標）を児童に示すようにします。

それを基に，児童は，自己目標（その時間にが

んばりたいこと）をノートに記すようにしま

す。そうすることで，その時間の学習の目的が

明らかになり，児童の学習意欲の高まりが期待

できます。 

自己目標は，毎時間数人の児童に発表させる

ようにします。そうすることでお互いが刺激さ

れ，学習集団としての雰囲気が高まると考えら

れます。また，授業の最後には，必ず学習目標

と自己目標に対しての振り返りをします。 

めあてを作成する際には，観点を児童に示す

ようにします。低学年ほど，「行動目標」（手を

挙げて 1 回発表する。話をきちんと聞く。な

ど）が目標となる場合が多いです。高学年にな

ってくると，「学習内容に即した目標」（線分図

を使ってわかりやすく説明したい。など）の目

標設定が可能となってきます。 

次のページに示した（一時間ごとの）学習指

導案には，その時間のはじめに自己目標を立て

る活動が記されています。また，自己目標の観

点も例示されています。観点例を参考にして，

学級の実態にあっためあてを考えて実践しまし

ょう。 

目標設定を授業に取り入れた学級の児童から

は，右のような声を聞くことができました。自

ら目標を立て，その目標に向かって努力するこ

とで，学習意欲の高まりにつながったことがわ

かります。 

 そういえば，2 時

間目には，○○の

勉強をしたなあ。 

 本時の学習目標 

・目標を立てることで，その目標に向かって学習することがで
きました。 

・目標に沿ってやっていくことは，とても計画的で，理科だけ
ではなく，他の学習や生活の中でも，「計画的」というのは
大事だと思います。 

・めあてを書いたり，振り返りをしたりすることで，その授業
がよりわかりやすく，よりしっかりとできたと思います。 

・自分で目標を立て，自分で考えられるということができるよ
うになると思います。 
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学習指導案 第４年 国語科 単元名「説明のしかたについて考えよう」教材名「アップとルーズで伝える」 

               単元名「写真と文章で説明しよう」   教材名「『仕事リーフレット』を作ろう」 

読むこと 8 書くこと 7 （1時間目/全 15 時間）
本時の目標 
○学習計画を立てることを通して，「仕事リーフレット」の作成に興味をもって取り組んでいる。 

＜関心・意欲・態度＞ →キャリアプランニング能力

本時の展開 

学習の 

めあて 
「学習計画を立てよう」 

学習 

展開 
学習活動 指導者の発言 

＊支援 ○留意点 
相相談活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

・今日から始まる学習について知る。 

今日から，「仕事」について考える勉強をします。 

・本時の学習のめあてを知る。 

今日は，これからの授業で，どのような学習をするの

かを知って，計画を立てます。 

・自己目標を設定する。 

今日，自分ががんばりたいことをノートに書きましょ

う。 

・自己目標を発表する。 

・単元の学習内容を知る。 

相指導者と相談して，本時の学習目標に向

けてがんばりたいことを決定する。 

＊がんばることを発表することで，目的を

意識することができるようにする。 

（自己目標の観点例） 

・「学習のめあて」に対してがんばりたい

こと ・発表のこと ・聞くこと 

・書くこと ・そのほか 

 

 

 

 

 

 

※自己目標の観点を示した

もの 

課
解
決
（
グ
ル
ー
プ

・仕事について考える。 

今からグループになって，思いつく仕事を紙に書いて

ください。 

・グループの中で，「書く人」「貼りに来る人」を決め

る。 

・「書く人」が，グループの中で出た仕事を付箋紙に

書いていく。 

・「貼りに来る人」が，付箋紙を貼りに行く。 

・興味のある仕事について交流する。 

興味のある仕事について，調べたことをリーフレット

にまとめる勉強をし きます

＊グループでウェビングマップを作成する

ことで，様々な仕事について考えること

ができるようにする。 

 

 
＊役割分担をさせる。 

 

 

 

 

作成したウ ビ グ プに着目させ

 

 

 

※模造紙 

※黒ペン 

※付箋紙 

 

 

 

 

「今している学習」が将来の自分の理想像，職業，これからの生き方と深く関連していることを示すことで，児

童のキャリア発達を支援することができます。 

年度当初に生き方探究教育の年間の単元計画を立てましょう。その際，生き方探究教育を重点的に取り入れて実

践できる単元をあらかじめピックアップしておくことが大切です。 

参考資料として，次のページ（p.19）に『生き方探究教育パッケージプログラム（例）』を紹介しています。４

年生以上の全ての教科等から，生き方探究教育と関連の深い学習内容の一部を取り上げて例示し，更に，「京都ま

なびの街 生き方探究館」で行われている事業と関連している教科等の取組を関連付けて示しています。（この資

料は，京都市総合教育センターのWebサイトからダウンロードできます。） 

下の写真は，４年生国語科教材「『仕事リーフレット』を作ろう」の学習で，仕事インタビュー活動に取り組む

児童の様子と，児童が作成した「仕事リーフレット」の実物です。生き方探究教育と関連の深い単元に重点的に取

り組むことで，内容の充実した教育活動が期待できます。 

児童の感想や気付き 指導のポイント 

授業のはじめに

は，目標設定をしま

す。 

目標設定の観点は，学

級の実態に合わせて示す

ようにします。 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（参考資料）生き方探究教育パッケージプログラム（例）－【人とともに社会を生きる力】 

（平成22年2月 京都市総合教育センター研究課 研究発表会資料 より抜粋）

教科（国語・社会・算数・理科・生活・
音楽・図画工作・家庭・体育）

領域（道徳・外国語活動・
総合的な学習の時間・特別活動）

生き方探究館などにおける
体験的な学習

＜４～７月/社会＞
「住みよいくらしをささえる」(23)
○地域の人々の生活にとって必要な飲料水，
　電気，ガスの確保や廃棄物の処理につい
　て，これらと自分たちの生活や産業との
　関わっていることを調べ，これらの対策
　や事業は地域の人々の健康な生活や良好
　な生活環境の維持と向上に役立っている
　ことを考え，表現する。
◆②住んでいる地域の様々な様子を実際に
　　見たり聞いたりして調べる。
◆①自分の生活を支えている人に感謝の気
　　持ちをもつ。

＜５月/道徳＞
「郷土を愛する心：伏見人形」4-(5)
○郷土の伝統や文化を大切にし，郷土を愛す
　る心情を育てる。
◆②住んでいる地域の様々な工業や産業の様
　　　子を実際に見たり聞いたりし，地域に愛着
　　　をもつ。

＜９～１０月/音楽＞
「かけ合いや重なりのおもしろさを味わお
　う（アンサンブルの楽しさ）」(4)
○かけ合いや音の重なりの面白さを感じと
　り，互いの音を聴き合いながら曲想を生
　かして演奏する。
◆①お互いの良さを認め，協力して学習に
　　取り組む。

＜６月/道徳＞
「働くってすばらしい：おたまじゃくしの
　世話」4-(2)
○力を合わせて働くことの大切さを理解し，
　進んでみんなのために働こうとする態度
　を養う。
◆②身近な集団の中でできることを考え，
　　行動する。

＜１～３月/社会＞
「わたしたちの京都府」(28)
○府の様子について，人々の生活や産業と
　国内の他地域や外国とのかかわりを，資
　料を活用したり白地図にまとめたりして
　調べ，府の特色を考え，表現する。
◆②京都の伝統産業や先端産業，先端科学
　　について調べ，体験する。

＜１２月/道徳＞
「郷土を愛する心：疏水をひらく」4-(5)
○郷土の先人の心にふれ，郷土の文化や伝
　統を大切にし，郷土を愛する心情を育て
　る。
◆②住んでいる地域の様々な工業や産業の
　　様子を実際に見たり聞いたりし，地域
　　に愛着をもつ。

＜４月/国語＞
「人物のかかわり合いを読み，感想を書こ
　う：のどがかわいた」(3)
○登場人物の相互関係や心情，場面につい
　ての描写をとらえ，優れた叙述について
　自分の考えをまとめることができるよう
　にする。
◆①人との関わり合いについて考える。
◆①相手や場面に応じて，会話したり行動
　　したりする。

＜４月/外国語活動＞　※第６学年も同じ
○外国語を通じて，言語や文化について体
　験的に理解を深め，積極的にコミュニケ
　ーションを図ろうとする態度を育成し，
　外国語の音声や基本的な表現に慣れ親し
　みながら，コミュニケーション能力の素
　地を養う。
◆①外国語を注意深く聞いて，相手の思い
　　を理解しようとしたり，積極的に自分
　　の思いを伝えたりする。

＜１０～１２月/社会＞
「わたしたちの生活と工業生産」(24)
○我が国の工業生産は国民生活を支える重
　要な役割を果たしていることを考え，表
　現する。
◆②地域の産業への関心をもち，経済のし
　　くみを知る。

＜８・９月/特別活動（学級活動）＞
「社会で働くこと」

◆①相手の立場に立って考え，行動する。
◆②社会のためにできることや役割を考
　　え，行動する。

＜２月/国語＞
「理由を明確にして，すいせんしたり，そ
　れを聞いたりしよう：すいせんします」
　(6)
○目的や意図に応じた話の構成を工夫しな
　がら，場に応じた適切な言葉遣いができ
　るようにする。
◆①自分と異なる考えを理解する。

＜１０月/道徳＞
「社会のルールを守る：何気なくしている
こと」4-(1)
○社会のルールやマナーを守ろうとする判
　断力を養う。
◆②公共のために自分にできることを考え，
　　行動する。

＜１０月/国語＞
「生活の中の敬語（伝統的な言語文化と国
　語の特質に関する事項）」(2)
○日常生活での自分の言葉を振り返り，正
　しい敬語の使い方に慣れることができる
　ようにする。
◆①時と場，相手に応じた正しい言葉遣い
　　をする。

＜６月/特別活動（学級活動）＞
「仲間づくり」

◆①自分と異なる考えを理解し，よりよい
　　仲間づくりをする。

＜１２～１月/社会＞
「私たちの生活と政治」(12)
○政治は国民生活の安定と向上を図るため
　に大切な働きをしていることを考えるよ
　うにする。
◆②所属する集団や公共のために自分がで
　　きることを考え，行動する。
◆②身近な消費生活を中心に，経済のしく
　　みを知る。

＜１０月/道徳＞
「郷土を守る：羽束師川」4-(7)
○郷土を守る先人の努力を知り，郷土を愛
　する心情を育てる。
◆②地域の伝統を知り，産業への関心をも
　　つ。

＜２～３月/社会＞
「世界の中の日本」(17)
○世界の中の日本の役割について調べ，外
　国の人々と共に生きていくためには異な
　る文化や習慣を理解し合うことが大切で
　あること，世界平和の大切さと我が国が
　世界において重要な役割を果たしている
　ことを考えるようにする。
◆①世界の国々の人々とともに生きていく
　　ことの大切さを自覚する。

＜１月/道徳＞
「助け合って生きる：阪神淡路大震災の被
　災地で」4-(4)
○社会は人々の支え合いの上に成り立って
　いることを知り，進んで公共のために働
　こうとする実践意欲を培う。
◆②所属する集団や公共のために自分にで
　　きることを考え，行動する。

【人とともに社会を生きる力】生き方探究教育パッケージプログラム（例）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○教科等の目標　◆①人間関係形成能力　◆②社会参画能力

生き方探究教育

パッケージプロ

グラムを支える
日常活動

小
学
校
　
第
６
学
年

小
学
校
　
第
５
学
年

小
学
校
　
第
４
学
年

（高学年）
＊根拠を明確にして，
　自分の考えを話す。
＊思いやりの気持ち
　をもち，相手の立
　場に立って考え，
　行動しようとする。

（低学年）
＊あいさつや返事を
　する。
＊「ありがとう」や
　「ごめんなさい」
　を言う。
＊人の話をしっかり
　聞く。

（中学年）
＊友だちの良いとこ
　を認め，励まし合
　う。
＊友だちの気持ちや
　考えを理解しよう
　とする。

＜総合的な学習の時間など＞
「京都モノづくりの殿堂・工房学習」(6)
○京都では，優れたモノづくりや伝統を受
　け継いだ工業が盛んであることを理解す
　るとともに，日本のモノづくりをリード
　する京都の先端産業や先端科学に関心を
　もつ。
○モノづくり企業創業者の生き方やモノづ
　くりに携わる人のモノづくりへの情熱に
　触れることを通して，自身の将来や夢に
　ついて考えを深め，その実現に向けて意
　欲をもつ。

◆②京都の優れたモノづくりや伝統を受け
　　継いだ工業が，自分たちの生活と深い
　　関わりがあることを知る。
◆①工房学習を通して，友だちが作った作
　　品の良さや工夫を認める。

＜総合的な学習の時間など＞
「スチューデントシティ学習」(18)
○日常生活に関わる経済の働きや社会との
　関わりを理解する。
○望ましい勤労観・職業観を育て，自らの
　生き方を考えるようにする。

◆②身近な消費生活を中心に，経済のしく
　　みを知る。
◆②所属する集団のためにできることや役
　　割を考え，行動する。
◆①相手の立場に立って考え，行動する。

「パッケージプログラム」というのは，生き方探究教育に関わる学習単元を抽出し，「育てたい力」ごとに作成し

た学習プログラムのことです。「各教科」「領域」「体験的な学習」を，生き方探究教育の視点で横断的に関連付けて

います。（詳しくは http://www.edu.city.kyoto.jp/sogokyoiku/kenkyu/outlines/h22/seika/kono/index.html を参

照のこと） ここでは，「人とともに社会で生きる力」に関するパッケージプログラムを例示します。 
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 ここでは，学習モデル（指導計画案・学習指導案）の様

式例を紹介します。第一部で示した生き方探究教育の視点

を踏まえた様々な「学習活動・授業展開の工夫」を，どの

ように授業の中に取り入れ，実践していくのか。その実践

例として活用していただければと思います。 

 

 また，24 ページ以降に掲載している 3 教科の学習モデル

における「指導計画案」については，「京都市スタンダード 

指導計画 国語編」（同様に「算数編」「理科編」）を参照

し，本時の「学習指導案」はその「指導計画案」を基に作

成しました。 

尚，指導要領改訂による教科書の変更のために，既に削

除された単元，教材の内容も含まれていますが，実践例の

一つとして掲載しています。御了承ください。 
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生き方探究教育の視点を踏まえた「指導計画案」の様式例 

 

 

単 元 ８ 計算の じゅんじょ                             （4 時間） ９月下旬 

目 標 
・（ ）を含む式を正しく計算したり，＞，＜，＝を使って式に表したりすることができるようにする。 
・加法の結合法則，及び（ ）や＞，＜，＝の意味と使い方を理解できるようにする。 

単元目標

と生き方

探究教育

との関連 

※相手意識をもって問題集づくりに取り組んだり，ペアやグループの中で考えを出し合うことで，訂正したり考

えを変えたりする。（人間関係形成・社会形成能力） 

※学習内容や自分の理解に合わせた問題を作成する。（自己理解・自己管理能力） 

※課題を，生活体験に結び付けて考えたり，既習事項を活用しながら考えたりする。（課題対応能力） 

※振り返り活動を通して，自己の成長をとらえるとともに，次時のめあてを立てる。（キャリアプランニング能力）

単元の 
評価 
規準 

・数量や図形についての技能 
 
・数量や図形についての 

知識・理解 

・計算の順序を考えて（ ）を含む式を正しく計算したり，＞，＜，＝を使って

数量の大小関係を式に表したりすることができる。 
・加法の結合法則，及び（ ）や＞，＜，＝の意味と使い方を理解している。 

時 
学習活動 

（●中心活動 ・活動内容） 
＊支援 ○留意点 算活算数的活動 

評価の視点（評価方法）

※準備物 

→評価と関連している 

生き方探究教育の力 

1 

・ 

2 

●（ ）の意味を知り，（ ）を用いた式の計算を

する。 

・Ｐ104 のあひるが池に来る場面をイメージして，

課題を把握する。 

・「じゅんに」と「まとめて」の２つの考え方を式

に表す。 

・「じゅんに」と「まとめて」の考え方の式の共通

点と相違点をペアで話し合う。 

 

・クラスで考えを交流する。 

・「じゅんに」と「まとめて」の２通りの考え方を，

それぞれ１つの式に表すようにする。 

・（ ）を用いる場合を知る。 

・じゅんに足しても，まとめて対しても，答えは同

じであることを知る。 

・Ｐ105②③で（ ）を用いた式の計算をしたり，

数量の関係を２通りの式に表したりする。 

＊児童の興味を喚起するような挿し絵を提示し

たり，プレゼンテーションソフトの動画を見せ

たりすることで，題意を把握することができる

ようにする。 

 
＊ペアで考えを交流することで，自分の考えをふ

り返ったり，友だちの考えの良さに気付いたり

することができるようにする。 

○絵図と式とが一致するように，絵図を使って式

の説明をさせる。 

算活絵図を使って加法の結合法則を表す式の意

味を説明する活動 

○１つの式に表すときには，まとめて足す部分を

（ ）でくくることを知らせる。 

○（ ）の中の計算は，先にすることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→課題対応能力 

3 

●（ ）を使った式を立てるような問題づくりをす

る。 

・「みんなが解きたくなるような問題集をつくろう」

という課題を知る。 

・問題をつくるときの注意点を考える。 

・つくった問題を，友だちと解き合うことで，問題

文の校正を行う。 

・絵やヒントを問題文に加え，解く意欲が湧くよう

に工夫する。  

 
＊「問題集づくり」という目的を設定することで，

児童の作成意欲を高めることができるように

する。 

○内容が，既習事項から逸脱しないようにする。 
 
○集まったワークシートを印刷し，問題集を完成

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

→人間関係形成・社会形成能力

4 

●＞，＜，＝の意味と使い方を知り，記号を用いて

数量関係を式に表す。 

 

・Ｐ106１の文房具屋で買い物をする場面をイメー

ジして，課題を把握する。 

・150 円で消しゴムと鉛筆が買えるか買えないかを

考える。 

・自分の考えをペアで話し合う。 

・買える場合と買えない場合の，数と式の大小関係

を明らかにする。 

・＞，＜，＝の意味と使い方を知る。 

・＞，＜，＝を使って式に表す。 

 

＊児童の興味を喚起するような挿し絵を提示し

たり，具体物を準備したり，劇をしたりするこ

とで，活動をイメージし，することを把握する

ことができるようにする。 
 
○代金を式に表して求めればよいことを確かめ

る。 

 

算活等号・不等号を用いて大小関係を式に表す活

動 

○既習の＞，＜を想起させる。 

○どんな場合に＞，＜，＝を使うかを知らせる。 

 

 

 

※お買い物遊びのための具

体物 

 

 

 

 

 

 

→人間関係形成・社会形成能力

○技数量の関係を簡潔に表

し，（ ）を用いた式の

計算ができる。 

（ノートへの記述） 

○知（ ）の意味と加法に

関する結合法則を理解

している。（発表，ノー

トへの記述） 

○技既習事項を活用して，

数量の関係を簡潔に表

し，（ ）を用いた式の

計算ができる。 

（ノートへの記述） 

○知買い物遊びをペアで取

り組み，＞，＜，＝の意

味と使い方を理解して

いる。（発表，ノートへ

の記述） 

○関問題を解く人のことを

考えたり，グループで問

題を解き合ったりする

ことを通して，問題集づ

くりに進んで取り組ん

でいる。（問題文，問題

を作成している様子） 

単元目標と生き方探究教育との関連 

 この単元の目標と，「4 つの力」との関連

を明記した。 

この時間に意識して育てたい力 

 この時間に，授業を通して育て

たい力を，評価の視点の下に明記

した。 

この時間に取り入れた学習活動・学習展

開の工夫 

 この力を育てるための学習活動・学習

展開の工夫を評価の視点の文言に加え，

下線を引いて強調した。 
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生き方探究教育の視点を踏まえた「学習指導案」の様式 

 

 

 

  

学習指導案   第２学年 算数科  単元名「計算の じゅんじょ」     （3 時間目/全 4時間） 

本時の目標 

○問題を解く人のことを考えたり，グループで問題を解き合ったりすることを通して，問題集づくりに進んで取り組んでいる。 

＜関心・意欲・態度＞ →人間関係形成・社会形成能力

本時の展開 

学習 

目標 
「もんだいしゅうを つくろう」 

学習 

展開 
学習活動 指導者の発言 

＊支援 ○留意点 相相談活動 

算活算数的活動 

評価の視点（評価方法） 

※準備物 

課
題
設
定 

・本時のめあてを知る。 

今まで学習してきたことを生かして，問題づくり

に取り組みます。 

・自分のめあてを書く。 

・めあてを発表する。 

・問題づくりの目的を知る。 

つくった問題は，みんなが賢くなるための問題集

としてまとめたいと思います。 

・問題づくりの仕方を知る。 

生活の中から，問題づくりの場面を思い起こして

考えましょう。 

相指導者と相談して本時の学習目標に向けて

がんばりたいことを決定する。 

＊がんばることを発表することで，目的を意

識することができるようにする。 

 

 

＊「問題集づくり」という目的を設定するこ

とで，児童の作成意欲を高めることができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問題を作成するためのワー

クシート 

課
題
解
決
（
グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ
ス
） 

問題をつくるときに，どんなことに気を付けたら

いいですか。 

・問題をつくるときの注意点を考える。 

◎解けない問題はつくらない。 

◎数字を難しくしすぎたり，簡単にしすぎたりし

ない。 

解きたくなるような問題集にするために，どんな

ことを工夫したらいいですか。 

・問題づくりの工夫を考える。 

◎字を大きく丁寧に書く。 

◎絵や図をかく。 

◎ヒントをかく。 

◎難易度をかく。 

・絵やヒントを問題文に加え，解く意欲が湧くよ

うに工夫する。 

 

○アイデアが出にくい場合は，グループで話

し合って意見を出し合うようにする。 

＊難易度や内容などをよく吟味させる。 

○内容が，既習事項から逸脱しないようにす

る。 
 

 

 

○アイデアが出にくい場合は，グループで話

し合って意見を出し合うようにする。 

 

 

課
題
解
決
（
グ
ル
ー
プ
） 

・つくった問題を，友だちと解き合うことで，問

題文の校正を行う。 

できた問題をグループで解き合いましょう。解け

ない問題や，わかりにくい問題はありませんか？

・改善点を指摘し合い，よりよいものに仕上げる。

・絵や図をかいたり色を塗ったりして仕上げる。

・早く考えられた児童は，問題文を見やすくなる

ような工夫をしたり，まだできていない友だち

の相談相手にのったりする。 

・ワークシートを提出する。 

 

 

 

 

○集まったワークシートを印刷し，問題集を

完成させる。 

 

【人間関係形成・社会形成能力】

 問題に取り組む人が，解きた

くなるような工夫を考える。 

 グループでつくった問題を

解き合い，指摘し合ったり，訂

正を加えたりしている。 

振
り
返
り 

今日の学習を振り返りましょう。 

・次のような観点で振り返りを行い，ノートに記

録する。①困り（わからなかったこと） ②が

んばった・できたこと ③友だちのすごいとこ

ろ ④次の時間にがんばりたいこと 

・ノートを提出する。 

 

＊その時間を振り返ることで，自己理解を深

めることができるようにする。 

 

相友だちや指導者と相談し，学習の目標やが

んばり，困りを振り返ったり，次時にがん

ばりたいことを考えたりする。 

 

○関 問題を解く人のことを

考えたり，グループで問

題を解き合ったりするこ

とを通して，問題集づく

りに進んで取り組んでい

る。（問題文，問題を作成

している様子） 

学習目標，自己目標に対する振り返り活動 

振り返りの観点については，学級の実態に合わせて

設定した。適宜，相談活動を取り入れた。 

評価の視点の下

に，めざす児童の

姿を具体的に明記 

 授業中にこのよう

な児童の姿が見られ

るように，指導を工

夫した。 

その時間の学習目

標（教科目標）の

提示 

 児童にもわかる

言葉で示した。板

書でも提示した。 

自己目標の設定 

 学習目標を知った

後で，自己目標を設

定する活動を取り入

れた。 
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本冊子に活用した写真，イラスト等の転用，複写を禁じます。 

なお，イラストについては，「スズキ教育ソフト株式会社」の「キューブきっず 2 のイラスト」を，了承を得た上で

使用しています。 


